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自己紹介

大石壮一郎

ü 所属: ソニー（株） R&Dセンター
ü 技術: 画像処理、クラウド、機械学習
ü 職種: PLを中心に何でも雑多に
ü 業務: 新規事業の立上げ（通算6回目）

ü機械学習関連: 4回、SageMaker: 今回初
ü前回: Edgeでの機械学習（Python 2.7）

ü 好きなサービス

AWS Lambda、SageMaker
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executive summary (, agenda)

ü SoVeC Smart Videoでは深層学習を用いた超解像技術を提供している
ü 超解像技術はAWS SageMakerの複数機能をベースに組み合わせて構築した
ü SageMakerにより短期間で機械学習のDevOpsを実現した

SoVeC Smart Videoに採用

AWS SageMaker機能群
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SoVeC Corp.
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SoVeC Smart Video

<https://smartvideo.sovec.net/cp/>
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SoVeC Smart Video: サービス概要
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SoVeC Smart Video: SRGAN を用いた超解像機能

noise Generator fake 
image

Discrimi
nator

real 
image

Super Resolution Generative Adversarial Network

低解像な静止画素材を高精細化する

Original Super Resolution
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SoVeC Smart Video: システム概要

Cognito

CloudFront

API Gateway

Step Function RDS

SageMaker

S3 Lambda

B2B users

CloudWatch

Operator

SNS

AWS Cloud
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機械学習のDevOps

学習環境整備

学習・評価
システム構築・運用

DevOps
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機械学習のDevOps: システム構築・運用

学習環境整備

学習・評価
システム構築・運用

ü インフラ設計
ü API設計
ü 運用設計

DevOps
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システム構築・運用: Before

ECS OSレイヤーの運用必要

Lambda スペック不足

Fargate GPUインスタンスなし

(2020.02.27 現在)

機能提供方法も課題

推論精度の向上 機能の提供

DevOps

インフラ設計 / Computing resource案

実装: cf. Edge(前回): 同じリソース上に配置ü インフラ構成どうする？
ü どのようにI/Fを設計する？
ü 運用どうする？ 商用向け運用設計

G
D
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システム構築・運用: After

SageMaker / endpoint機能

ミニマムのシステム構築例

API G/W Lambda SageMaker

具体的な標準メソッド

def model_fn(model_dir): # モデル読込み
def input_fn(in, content_type): # 入力データ受取り
def predict_fn(data, model): # 推論の実行
def output_fn(prediction, accept): #レスポンス生成

DevOps

シンプルなインフラ構成案

ü サーバーレス/フルマネージド
ü 充実したSDKやサンプル
ü シンプルなデプロイ 商用運用に耐えられるデプロイ（次頁）
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システム構築・運用: After/デプロイ

ベストプラクティスなのか？

Blue/Greenデプロイを実現

ü マルチモデルエンドポイント...は違う気がする
ü より良い運用方法があるのではないか？

新たなendpointを生成 endpointを変更 古いendpointを削除

DevOps
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機械学習のDevOps: 学習環境整備

学習環境整備

学習・評価
システム構築・運用

ü 環境構築に工数がかかる
ü 環境維持に工数がかかる
ü 一方であまり工数をかけたくない

DevOps
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学習環境整備: きっかけ

ü 2020年1月1日、Python 2.7 サポート終了
ü Deep Learningの環境を Python 2.7で構築済み
ü 順次サポートが打ち切られるはず...

Python 2.7サポート終了のお知らせ / 2019.09.10（立上げ終盤）

<https://www.python.org/doc/sunset-python-2/>

現行のまま
リリースするか vs.

ユーザのデータが入ってきた後は、更に載せ替えに
手間がかかるので初回リリース前の載せ替えを選択

突きつけられる選択肢

DevOps

Python 3.xに
載せ替えるか

https://www.python.org/doc/sunset-python-2/
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学習環境整備: Before

ü Ubuntu 18.04は意外とHWと相性悪い
ü GPUの進化に対するSWの追従
ü CUDAの 新版は非対応のDL F/W
ü cuDNNとCUDAのバージョンの関係
ü Anacondaとpipの混合
ü DL Framework: 進化が早い
ü 周辺モジュール: 細かく動作しない
ü etc. etc...

環境の構築・維持に工数が取られる

DevOps

単純なPython 2.7 → 3.x だけ変更に留まらない影響範囲（環境構築の煩雑さ）

…
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学習環境整備: After

ü ベースのSW stackを選択
ü DL Frameworkのバージョンを選択
ü (もちろん詳細な設定も可能)

DevOps

SageMaker / Notebook

学習・評価に
注力できる

SageMaker / Jobs
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機械学習のDevOps: 学習・評価

学習環境整備

学習・評価
システム構築・運用

DevOpsü 継続的に実施
ü 構成管理が煩雑
ü インスタンスコスト
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学習・評価: Before

Traditional server
Traditional server

ü 勾配消失問題
ü 学習効率のためのデータ整備
ü etc. etc....

試行錯誤の連続

機械学習の精度向上の難しさ
構成管理が煩雑

ü 中間ファイルと学習過程の紐付け
ü 前処理した教師データ群の整理
ü 推論モデルとリリース物の紐付け

DevOps

ü 教師データ

GitHub

ü NN構成
ü 設定値

学習 評価
ü 中間ファイル
ü 推論モデル

Traditional server
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学習・評価: After

ü 教師データ

GitHub

ü NN構成
ü 設定値

DevOps

構成管理が容易に

ü in/outの全データをURIで紐付け
ü 教師データのバージョン管理も可能
ü 再デプロイ、ロールバックも容易

学習 評価
ü 中間ファイル
ü 推論モデル
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機械学習のDevOps: Tips、リクエスト

Tips、リクエスト

DevOps
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Tips: 学習環境整備/ローカルでの環境構築 DevOps

Local mode: ローカルPCにSageMakerの環境が構築できる
ローカル環境の構築・維持が必要だが下記ユースケースでは有効

ü 会社の規定などの理由で教師データが社外環境に置けない
ü 学習環境が既に整備されている（ホスティングとの連携）
ü 個人ユース

Memo: HyperParameter 適化は未対応

instance_type を ‘local’ とする
(2020.02.27 現在)
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Tips: 学習・評価/スポットインスタンスの利用 DevOps

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2019/08/amazon-sagemaker-
launches-managed-spot-training-saving-machine-learning-training-costs/

ü 時間がないときに、なければ待つ、はできない
ü 時間がないときに、中断するかも、は辛かった
ü 時間に余裕があればコストインパクト:  大

試してみたが... 

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2019/08/amazon-sagemaker-launches-managed-spot-training-saving-machine-learning-training-costs/
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リクエスト: システム構築・運用

是非PyTorchもサポートしていただきたいです！

Amazon Elastic Interface
ü CPUインスタンスにGPUを付与できる
ü GPUインスタンスよりもコストダウン可能
ü TensorFlowとApache MXNet、ONNXをサポート

https://aws.amazon.com/jp/machine-learning/elastic-inference/features/

DevOps

(2020.02.27 現在)

https://aws.amazon.com/jp/machine-learning/elastic-inference/features/
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まとめ

手間のかかる機械学習の環境構築や構成管理などを少ない
工数で実現することができ、学習・評価の作業に注力できた。
さらに、デプロイ、トレーニング、ビルドといった単位で
SageMakerの各機能を段階的に導入できることが良かった。
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